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１．研究計画の概要 
 本研究では日本の三遠南信地域（愛知県東
三河地域，静岡県西部地域，長野県南部地域，
人口約 200 万人）を対象地域としている。環
境共生型地域を「環境負荷を最小にし，かつ
アメニティを最大化する」ような地域形態と
定義し，交通を考慮した新たな総合的環境評
価をモデル分析によって行おうとするもの
である。 
 
２．研究の進捗状況 
(1)平成 19 年度の研究は３つの方向にまとめ
られる。第１は都市形成に関する理論的研究
である。これは平面上の都市を想定し，偏微
分方程式を用いて，どのような形態の都市が
形成されるのかを考察した。 
 第２は三遠地域(愛知県東部と静岡県西
部)を対象として，経済－交通－環境モデル
を構築した。このモデルにより，対象地域で
の道路整備により，どのような経済便益が発
生するのか，また CO2，NOx，SOx，浮遊粉塵
などの環境負荷変化をシミュレーションし
た。 
 第３は対象地域の拡大を目指した新たな
モデル概念の考察とデータ収集である。平成
19 年度のモデルでは財市場，労働市場が均衡
しておらず，正確な便益が計測できているわ
けではない。財市場，労働市場，土地市場が
均衡するような新たなモデル概念の構築を
目指した。また対象地域は名古屋市の影響も
考慮できるように，拡大する計画を立てた。
そのため愛知県，静岡県，長野県について町
丁目別に人口，産業別従業者数，土地利用，
環境負荷原単位を GIS 上で整備した。平成 19
年度は初年度にもかかわらず，交通を考慮し

た総合的環境評価モデルの成果を出せたこ
との意義は大きい。 
(2)平成 20 年度の研究も３つの方向にまとめ
られる。第１は都市形成に関する理論的研究
の再考である。昨年度に理論をほぼ完成させ
たが，土地市場均衡条件に若干の不備があり
これを修正した。 
 第２は三遠地域(愛知県東部と静岡県西部)
を対象として，経済－交通－環境モデルを構
築しているが，交通配分方法を確定均衡から
確率均衡の考え方に変更した。このモデルを
用い対象地域での道路整備により，どのよう
な経済便益が発生するのか，また CO2，NOx，
SOx，浮遊粉塵などの環境負荷変化をシミュ
レーションし，昨年度の結果と比較検討を行
った。さらにゾーン別の税収をシミュレーシ
ョンし，国や自治体にどのようなメリットが
有るのかも検討した。 
 第３は対象地域の拡大を目指した新たな
モデル概念の考察とデータ収集である。昨年
度に引き続き財市場，労働市場，土地市場が
均衡するような新たなモデル概念を検討し
た。また愛知県，静岡県，長野県について町
丁目別に人口，産業別従業者数，農業データ，
土地利用，環境負荷原単位の GIS 上での整備
を継続した。 
(3)平成 21 年度の研究は２つの方向にまとめ
られる。第１は都市形成に関する理論的研究
の実証化である。平成 20 年度の理論を改善
し，成果を Studies in Regional Science に掲
載することができた。この理論を実際のデー
タを用いてシミュレーションする枠組みを
作り，平成 22 年の土木計画学研究発表会で
発表する予定である。第２は対象地域の拡大
を目指した新たなモデル概念の考察とデー



タ収集である。対象地域を愛知県全体と三遠
南信地域(愛知県東部，静岡県西部，長野県
飯田市周辺)とし，新たなゾーニングを設定
した。従来は道路交通センサス B ゾーンを用
いていたが，この区分は小さくモデル構築が
不可能と判断した。そのため愛知県西部，中
部は市町村を統合し，愛知県東部，静岡県西
部は市町村単位，南信地域は１ゾーンに設定
した。このゾーニングに従い貨物流動，ゾー
ン間時間距離，その他社会経済データを整備
した。現在コンピュータモデルを作成中であ
る。平成 20 年度の成果は年度末に完成した
ため，平成 21 年度は昨年度成果を広く学会
発表した。この研究成果は国際的に多くの反
響があった。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
(理由) 
 本研究は膨大な交通ネットワークと経済
モデルを組み合わせたもので，予想以上に作
業量が多くなっているのが現状である。その
中で三遠地域については研究申請内容をほ
ぼ達成している。また三遠南信地域について
は来年度中にモデルは完成し，地域の総合的
環境評価を行う予定である。このためおおむ
ね順調に進展しているものと判断した。 
 さらに研究発表は国際会議 Proceedings を
含む雑誌論文が 40 編(うち査読付き 25 編)，
国際会議発表 29 編，国内学会発表 20 編であ
り，研究業績としては十分発表していると判
断する。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 本研究は当初から大規模なモデル構築と
なることを予想していたが，交通分野の専門
家である分担者廣畠康裕教授でも容易に操
作できないものとなっている。そのためモデ
ルの動学化の完成はやや不透明である。この
ため既に学内の予算措置を行い，本研究の研
究期間が終了しても，本研究を継続できるよ
うに措置している。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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